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戸田市教育委員会 



第４回教育委員会（定例会）次第

１ 開会

２ 前回の会議録の承認

３ 教育委員提案について 別添 資料№１のとおり

４ 報告事項 別添 資料№２のとおり

５ 議事     ページ

（１）専決処理事項の報告

報告第 １号 戸田市海外留学奨学資金等受給者選考委員会委員の委嘱について･･････････１

（２）議案

議案第１３号 未来へはばたく人財育成資金条例（案）について････････････････････････２

議案第１４号 平成２９年度戸田市就学支援委員会委員の委嘱について････････････当日配付

議案第１５号 戸田市立図書館・郷土博物館協議会委員の委嘱について･･････････････････７

６ その他

（１）次回の教育委員会の日程（案）

平成２９年５月１６日（火）午前９時３０分～

（２）その他

７ 閉 会



議案第１３号 

未来へはばたく人財育成資金条例（案） 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 国公立高等学校奨学給付金（第３条―第１４条） 

第３章 海外体験給付金（第１５条―第１９条） 

第４章 雑則（第２０条） 

附則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、進学の意欲、能力等を有しながら、経済的な理由によっ

て進学又は修学が困難な者に対して、未来へはばたく人財育成資金を給付す

ることにより、教育を受ける機会の均等を図るとともに有用な人財を育成す

ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

(1) 人財 意欲を持って勉学、国際交流等に打ち込み、未来を拓
ひら

くとだっ子

をいう。 

(2) 未来へはばたく人財育成資金 第２章及び第３章に規定する国公立高

等学校奨学給付金及び海外体験給付金をいう。 

(3) 国公立高等学校 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規定

する高等学校（専攻科及び別科を除く。）又は高等専門学校（第１学年から

第３学年までに限る。）で、同法第２条第１項に規定する国又は地方公共団

体が設置するものをいう。 

第２章 国公立高等学校奨学給付金 

（資格要件） 

第３条 国公立高等学校奨学給付金（以下「高校奨学給付金」という。）を申請

しようとする者(以下「高校奨学給付金申請者」という。）は、次に掲げる要

件を備えていなければならない。 

(1) 住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）の規定により本市の住民基

本台帳（以下「住民基本台帳」という。）に記録されている者で、市内に居

住し、高校奨学給付金申請者及びその者と同一の世帯に属する者が市税を
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完納していること。ただし、高校奨学給付金申請者が遠隔地の国公立高等

学校へ通うため一時的に市外に居住する場合には、居住することを要しな

いものとする。 

(2) 戸田市立学校設置条例（昭和３９年条例第２３号）別表第２に定める中

学校に在籍し、成績優秀にして成業の見込みがある者で、当該在籍する中

学校の校長が推薦したものであること。 

(3) 国公立高等学校に入学を許可される見込みであること。

(4) 高校奨学給付金申請者及びその父若しくは母又は後見人（以下「親権者」

という。）ともに修学の意欲が旺盛であること。 

(5) 高校奨学給付金を申請する年度における市町村民税の所得割の額がな

い世帯又は生活保護を受給している世帯であること。 

（給付額等） 

第４条 高校奨学給付金の額は、月額１５,０００円とする。 

２ 高校奨学給付金の給付期間は、国公立高等学校に入学した月からその国公

立高等学校における正規の修学期間を終了する月までとする。 

 （申請手続） 

第５条 高校奨学給付金申請者は、戸田市教育委員会（以下「教育委員会」と

いう。）に申請しなければならない。 

（給付決定） 

第６条 教育委員会は、前条の規定による申請があったときは、高校奨学給付

金の給付の可否について決定し、高校奨学給付金申請者に通知しなければな

らない。 

（給付） 

第７条 高校奨学給付金は、前条の規定により給付の決定を受けた者（以下「奨

学生」という。）に４月分から翌年の３月分までを一括して給付する。 

 （誓約書の提出） 

第８条 奨学生は、第６条の規定による通知を受けた日から１５日以内に、親

権者及び連帯保証人（親権者が連帯保証人の場合を含む。以下同じ。）が連署

した誓約書を教育委員会に提出しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の連帯保証人を不適当と認めたときは変更を命ずるこ

とができる。 

（連帯保証人の要件） 
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第９条 連帯保証人は、次に掲げる要件を備えていなければならない。 

(1) 住民基本台帳に記録されており、市内に居住していること。 

(2) 独立の生計を営む満２０歳以上の者で市税を完納していること。 

(3) 成年被後見人、被保佐人及び破産の宣告を受けていないこと。 

(4) 債務を弁済し得る資力があると認められること。 

２ 前項第１号の規定にかかわらず、教育委員会が特に認めるときは、市外に

居住する者を連帯保証人とすることができる。 

３ 奨学生は、連帯保証人が死亡し、又は他に住所を移し、若しくはその他の

理由により第１項各号に掲げる要件を満たさなくなったときは、１月以内に

新たに連帯保証人を定めて変更の届出をしなければならない。 

（教育委員会への報告） 

第１０条 奨学生は、次に掲げる事項を教育委員会に報告しなければならない。 

(1) 毎学年の学業成績 

(2) 卒業の成績（卒業証書の写しを添付すること。） 

(3) 卒業後の進学又は就職状況 

(4) その他特に報告を求められた事項 

（休学退学等の届出） 

第１１条 奨学生は、次の各号のいずれかに該当する事由が生じたときは、親

権者及び連帯保証人が連署した異動届に教育委員会が必要と認める書類を添

えて、教育委員会に届け出なければならない。 

 (1) 休学し、復学し、退学し、又は転学したとき。 

 (2) 住所を変更したとき。 

（取消し及び停止） 

第１２条 教育委員会は、奨学生が次の各号のいずれかに該当するときは、第

６条の規定による高校奨学給付金の給付の決定を取り消し、又は停止する。 

 (1) 第３条の資格要件に該当しなくなったとき。 

(2) 第８条第１項、第９条第３項、第１０条又は前条の規定を遵守しないと

き。 

(3) 成績不振、疾病その他の事由により成業の見込みがないと認めたとき。 

(4) 入学しなかったとき。 

(5) 休学し、又は退学したとき。 

(6) その他教育委員会において必要と認めたとき。 
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（取消しによる措置） 

第１３条 前条の規定により高校奨学給付金の給付を取り消された者は、既に

受けた金額を一時又は数次に返還しなければならない。ただし、事情により

一部又は全部を免除することができる。 

（辞退） 

第１４条 奨学生は、高校奨学給付金を辞退しようとするときは、親権者及び

連帯保証人が連署した書面を教育委員会に届け出なければならない。 

第３章 海外体験給付金 

（資格要件） 

第１５条 海外体験給付金を申請しようとする者(以下「海外体験給付金申請

者」という。）は、次に掲げる要件を備えていなければならない。 

(1) 住民基本台帳に記録されている者で、市内に居住し、海外体験給付金申

請者及びその者と同一の世帯に属する者が市税を完納していること。 

(2) 公益財団法人戸田市国際交流協会が実施する青少年海外派遣事業（以

下「海外派遣事業」という。）への参加を許可された者であること。 

(3) 海外体験給付金申請者及び親権者ともに国際交流の意欲が旺盛である

こと。 

(4) 海外体験給付金を受けようとする年度における市町村民税の所得割の

額がない世帯又は生活保護を受給している世帯であること。 

(5) 過去に海外体験給付金の給付を受けていないこと。 

（給付額） 

第１６条 海外体験給付金の額は、海外派遣事業に係る費用のうち自己負担分

（旅券法（昭和２６年法律第２６７号）第２条第２号に規定する一般旅券の

取得に要する費用等を除く。）の全額とする。 

（給付） 

第１７条 海外体験給付金は、第１９条において準用する第６条の規定により

給付の決定を受けた者（以下「派遣生」という。）に一括して給付する。 

 （取消し及び停止） 

第１８条 教育委員会は、派遣生が次の各号のいずれかに該当するときは、次

条において準用する第６条の規定による海外体験給付金の給付の決定を取り

消し、又は停止する。 

 (1) 第１５条の資格要件に該当しなくなったとき。 
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(2) 次条において準用する第８条第１項及び第９条第３項の規定を遵守し

ないとき。 

（準用） 

第１９条 第５条、第６条、第８条、第９条、第１３条及び第１４条の規定は、

海外体験給付金について準用する。この場合において、第５条及び第６条中

「高校奨学給付金申請者」とあるのは「海外体験給付金申請者」と、同条、

第１３条及び第１４条中「高校奨学給付金」とあるのは「海外体験給付金」

と、第８条第１項、第９条第３項及び第１４条中「奨学生」とあるのは「派

遣生」と、第１３条中「前条」とあるのは「第１８条」と読み替えるものと

する。 

第４章 雑則 

（委任） 

第２０条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成３０年１月１日から施行する。 
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資料 ＮＯ．１ 
 
 
 
 
 
 

教育委員提案について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９年第４回教育委員会(定例会) 

平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ ９ 日 ( 水 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 教育委員提案について

ページ

① 道徳の教科化について･････････････････････････････････････････････････････････当日配付

（教育政策室）



道徳が教科化される背景① 

複雑な現代社会の状況 
●深刻ないじめの本質的な問題解決に向けて
●情報通信技術の発展と子供の生活
●子供をとりまく地域や家庭の変化
●諸外国に比べて低い、高校生の自己肯定感や社会参画への意識
●与えられた正解のない社会状況

一人一人が、道徳的価値の自覚のもと、自ら感じ、考え、他者と対話し 
協働しながら、よりよい方向を目指す資質・能力を備えることが重要 

こうした「資質・能力」の育成に向け道徳教育は大きな役割を果たす必要 

1

（当日配付資料）

教育委員提案①



 道徳が教科化される背景② 

これまでの「道徳の時間」の課題の例【抜粋】 
【量的課題】 
 ・歴史的経緯に影響され、いまだに道徳教育そのものを忌避しがちな 
  風潮がある。 
 ・他教科等に比べて軽んじられ、他の教科等に振り替えられていること 
  もあるのではないか。 
     
【質的課題】  
 ・授業方法が、読み物の登場人物の心情を理解させるだけなどの型に 
  はまったものになりがちである。 
 ・教育関係者にもその理念が十分に理解されておらず、効果的な指導法 
  が共有されていない。 

「道徳に係る教育課程の改善等について」（中央教育審議会答申 平成26年10月） 
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 「特別の教科道徳」の具体的なポイント 

「答えが一つではない課題に子供たちが道徳的に向き合い、
考え、議論する道徳教育」への転換により児童生徒の道徳性
を育む。 

・検定教科書の導入 

・内容について、いじめの問題への対応の充実や発達の段階をより一層 
 踏まえた体系的なものに改善 

・問題解決的な学習や体験的な学習などを取り入れ、指導方法を工夫 

・数値評価ではなく、児童生徒の道徳性に係る成長の様子を把握 
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 「考え、議論する道徳」に向けた授業改善 

・道徳的価値について理解し、 
 自己を見つめる。 
 問題意識を引き出し、主題の 
 意味やよさを、考えることが 
 できる発問の工夫。 
 ・「～のどんなことが問題なのか」 
  ・「本当の〇〇とはどんなものか」 
  

・数値による評価ではなく、記述式であること。 
・他の児童生徒との比較による相対評価ではなく、児童生徒がいかに成長したか 
 を積極的に受け止め、励ます個人内評価として行うこと。 
・他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまないこと。 
・個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価を行うこと。 
・発達障害等の児童生徒についての配慮すべき観点等を学校や教員間で共有 
 すること。 

☆評価のあり方 

☆授業改善を図る工夫(市内の学校における研修実践より) 
・多面的、多角的にとら 
 える。 
 自分のこととして、考え 
 ることができる話合いの        
 工夫。 
 ・「じぶんならどうするか」 
  ・「これからの生活にいかせる 
   のは」 

・自己の生き方について考え 
 を深める。 
 児童の思考を深める表現活動 
   の工夫。 
 ・板書の工夫 
  ・共通ノートの活用 
  ・役割演技、動作化、疑似体験等  
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資料 ＮＯ．２ 
 
 
 
 
 
 

報告事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９年第４回教育委員会(定例会) 

平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ ９ 日 ( 水 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 報告事項 
ページ 

  ① 平成２８年度入学準備金貸付内訳について･････････････････････････････････････････････１ 

（教育総務課） 
 
② 平成２９年度第１回奨学資金貸付内訳（新規分）について･･･････････････････････････････２ 
（教育総務課） 

 
③ 戸田市立小学校卒業児童の私立中学校等への進学者数について･･･････････････････････････３ 
（学務課） 

 
④ 平成２９年度児童生徒数及び学級数について･･･････････････････････････････････････････４ 
（学務課） 

 
⑤ 戸田市立小・中学校通学区域審議会５号委員の退職に伴う委員の変更について････････当日配付 
（学務課） 

 
⑥ 「平成２９年度 指導の重点・主な施策」について････････････････････････････････････別紙 
（教育政策室） 

 
⑦ 「埼玉県学力・学習状況調査」のデータ分析結果について･･･････････････････････････････５ 
（教育政策室） 

 
⑧ 平成２９年度戸田市生徒指導アクションプランについて･･･････････････････････････････１０ 
（教育政策室） 

 
⑨ 「平成２９年度小・中学校運動会・体育祭 実施日等一覧」について････････････････････１１ 
（教育政策室） 

 
⑩ 平成２９年度南部教育事務所教育支援担当・学力向上推進担当学校訪問の予定について･･･１２ 
（教育政策室） 

 
⑪ 第３３回特別展「人生のはじまりからおわりまで」の開催について･･････････････････････１３ 
（図書館・郷土博物館） 

 
⑫ 平成２８年度第２回戸田市海外留学奨学生について･･･････････････････････････････････１６ 
（教育総務課） 

 
⑬ その他 



平成２９年４月６日現在

34 18,100,000

申請者 36人

　貸付決定者 36人

　　貸付済者 34人

　　貸付辞退者 0人

　　未貸付者 2人

　貸付不決定者 0人

高等学校
高等専門学校
専修学校（高等課程）

大学・短期大学
専修学校（専門課程）

学校種別

0

21

私　立

国公立

貸付単価（円）

4,000,000

0

12,600,000600,000

5

8

平成２８年度入学準備金貸付内訳について

合 計

人数（人） 貸付金額（円）

300,000

500,000

国公立

私　立

400,000

1,500,000

報告事項①

1



貸付単価（円）

（年額）

35 9,660,000

貸付申請者数 35人

貸付決定者数 35人

高等学校
高等専門学校
　（１学年から３学年）
専修学校（高等課程）

大学・短期大学
高等専門学校
　（４学年及び５学年）
専修学校（専門課程）

学校種別

2

28

私　立

国公立

540,000

480,000

8,400,000300,000

2

3

平成２９年度第１回奨学資金貸付内訳（新規分）

合 計

人数（人） 貸付金額（円）

120,000

180,000

国公立

私　立

240,000

240,000

報告事項②
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学　　校　　名 Ａ：卒業者数（人） Ｂ：私立等進学者数（人） Ｂ/Ａ×１００（％）

戸田第一小学校 147 16 10.88%

戸田第二小学校 164 21 12.80%

新曽小学校 97 2 2.06%

美谷本小学校 49 2 4.08%

笹目小学校 50 1 2.00%

戸田東小学校 95 7 7.37%

戸田南小学校 130 15 11.54%

喜沢小学校 68 8 11.76%

笹目東小学校 121 4 3.31%

新曽北小学校 109 10 9.17%

美女木小学校 86 3 3.49%

芦原小学校 92 6 6.52%

合計 1208 95 7.86%

※ 私立中学校等（国立中学校、私立中学校）

戸田市立小学校卒業児童の私立中学校等への進学者数について

平成２９年度

報告事項③
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１　年 ２　年 ３　年 ４　年 ５　年 ６　年 特支 計

児童数 163 172 167 160 147 132 19 960
学級数 5 5 5 4 4 4 4 31
児童数 175 167 166 172 172 140 14 1006
学級数 5 5 5 5 5 4 2 31
児童数 109 100 113 113 108 103 0 646
学級数 4 3 3 3 3 3 0 19
児童数 60 58 57 51 58 49 0 333
学級数 2 2 2 2 2 2 0 12
児童数 49 48 48 50 64 48 13 320
学級数 2 2 2 2 2 2 2 14
児童数 193 165 140 130 112 116 0 856
学級数 6 5 4 4 3 3 0 25
児童数 117 131 124 125 105 137 0 739
学級数 4 4 4 4 3 4 0 23
児童数 64 63 53 66 66 60 9 381
学級数 2 2 2 2 2 2 2 14
児童数 122 120 127 113 131 123 20 756
学級数 4 4 4 3 4 4 3 26
児童数 108 134 112 116 107 129 25 731
学級数 4 4 3 3 3 4 4 25
児童数 114 120 93 90 86 81 5 589
学級数 4 4 3 3 3 3 1 21
児童数 146 115 113 124 94 94 0 686
学級数 5 4 3 4 3 3 0 22
児童数 1420 1393 1313 1310 1250 1212 105 8003
学級数 47 44 40 39 37 38 18 263

１　年 ２　年 ３　年 特支 計

生徒数 247 242 237 13 739
学級数 7 7 6 2 22
生徒数 109 126 140 0 375
学級数 3 4 4 0 11
生徒数 90 89 99 3 281
学級数 3 3 3 1 10
生徒数 163 144 145 12 464
学級数 5 4 4 2 15
生徒数 288 278 256 0 822
学級数 8 7 7 0 22
生徒数 195 185 215 23 618
学級数 5 5 6 3 19
生徒数 1092 1064 1092 51 3299
学級数 31 30 30 8 99

戸田第二小

新曽小

美谷本小

平成２９年度児童生徒数及び学級数について

学校名
児童数（上段）・学級数（下段）

戸田第一小

喜沢小

笹目東小

新曽北小

笹目小

戸田東小

戸田南小

学校名
生徒数（上段）・学級数（下段）

戸田中

美女木小

芦原小

合　計

合　計

新曽中

笹目中

戸田東中

美笹中

喜沢中

報告事項④
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埼玉県 教育局 義務教育指導課

学力向上推進・学力調査担当 我妻・福沢・宮

直通048-830-6752

〈,報道発表資斜〉 代表048-824-2111内線6752

E-mai1:a6750@pref,sai tama.Ig.jp
000000・oooOe6oooooeooooooooooooooooooつ0000000C1000の0000050(}0Φ@@6CiOG@@ooo*oooo

平成29年3月24日

「埼逼県学角・学習状況調査』のデータ分析結果についぞ

県教育委員会では、平成27年度から「埼玉県学力・学習状況調査」を実施してい

ます。

本調査の結果を活用し、児童生徒の学力向上のための指導改善を進めるため、今年

度は、平成27年度及び28年度の調査データについて、慶應義塾大学SFC研究所

へ分析を委託しました。

この度、分析結果について報告を受けましたので、その内容についてお知らせいた

します。

O分析結果概要

1 「子供一人一人がしっかり考え、学び合い、問題を解決するような授業」をよ

り実践することと、子供が以下のような「学習方法や態度」をよりとることは、

関係があります。

・学習計画を立てるなど、計画的に学習する取組

・繰り返し「ノートに書く」 「声に出して読む」など、大切なところを身に

付ける学習の取組

・分からないところも諦めずに継続して学習するなど、「苦手な感情」など

を克服して学習する取組

2 子供が以下のような「学習方法や態度」をよりとることと、学力の向上は、関

係があります。

・学習計画を立てるなど、計画的に学習する取組

・学習した内容を自分の言葉で置き換えたり、説明したりするなど、より自
分の理解を深める学習の取組

・分からないところも諦めずに継続して学習するなど、「苦手な感情」など

を克服して学習する取組

3 王子供一人一人がしっかり考え、学び合い、問題を解決するような授業」をよ

り実践することと、 「自分の感情をコントロールして行動できるなどの力」は、

関係があります。

4 「自分の感情をコントロールして行動できるなどの力」と学力の向上は、関係

があります。

1/2

報告事項⑦
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(1から4の結果から1

エ士供二人一人がらっかり考え、学び合い、咀匙*H決す6ような授業Lは、士子
供の学習方法や態度』の改善や、「自分の感情をコン上p-ルして行動できる架ε
の力」の向上を通にで、学力を向上させている可能性があることが分かりました。

※ 報告書の概要や研究者から実際に提出された報告書は次のホームページを御
覧ください。

h t t p : / /wtv1匪1。saitama. 1g. 』バ221νdatakatuyouhoukoku.-1

0分析結果を踏まえた今後の方向性

上記の結果を踏まえて、学校で「子供一人一人がしっかり考え、学び合い、問題
を解決するような授業」を実践する際は、「子供の学習方法や態度」の改善や「自
分の感情をコントロールして行動できる力」の向上が図られているかといった点に
着目した授業の充実・改善ができるよう、市町村教育委員会や学校を支援してい.き
ます。

.閣参考

1 分析の目的

「埼玉県学力・学習状況調査」のデータを、統計学や教科教育の専門的な視点
で分析することで、児童生徒の学力向上に効果的な指導改善を進める。

2 分析の委託先

学校法人慶應義塾 慶應義塾大学SFC研究所

3 分析代表者

慶應義塾大学総合政策学部 中室 牧子 准教授

4 分析したデータ

平成27年度及び平成28年度の「埼玉県学力・学習状況調査」の結果
・平成27年度 小学校 ・708校 150,310人分

中学校 360校 148,013人分
門平成28年度 小学校 708校 149,227人分

中学校 356校 146,323人分

t1t
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学　校　名 実　施　日 予　備　日
開会式時刻

参考（H28入場）
振替休業日

戸田第一小学校 5月20日（土） 5月23日（火） 9:00(8:50) 5月22日（月）

新 曽 小 学 校 5月20日（土） 5月24日（水） 9:10(9:00) 5月22日（月）

戸 田 東 小 学 校 5月20日（土） 5月23日（火） 9:00(9:00) 5月22日（月）

美 女 木 小 学 校 5月20日（土） 5月23日（火） 9:10(9:00) 5月22日（月）

戸田第二小学校 5月27日（土） 5月29日（月） 9:05(9:05) 6月2日（金）

美 谷 本 小 学 校 5月27日（土） 5月28日（日） 8:55(8:55) 5月29日（月）

笹 目 小 学 校 5月27日（土） 5月30日（火） 9:00(8:50) 5月29日（月）

戸 田 南 小 学 校 5月27日（土） 5月30日（火） 8:50(8:40) 5月29日（月）

喜 沢 小 学 校 5月27日（土） 5月30日（火） 9:00(9:00) 5月29日（月）

笹 目 東 小 学 校 5月27日（土） 5月31日（水） 9:00(8:50) 5月29日（月）

新 曽 北 小 学 校 5月27日（土） 5月30日（火） 9:00(9:00) 5月29日（月）

戸 田 中 学 校 9月16日(土) 9月20日（水) 8:50(8:50) 9月22日(金)

戸 田 東 中 学 校 9月16日(土) 9月20日（水) 9:00(8:50) 9月22日(金)

美 笹 中 学 校 9月16日(土) 9月20日（水) 8:40(8:40) 9月22日(金)

喜 沢 中 学 校 9月16日(土) 9月20日（水) 8:50(8:50) 9月22日(金)

新 曽 中 学 校 9月16日(土) 9月20日（水) 8:50(8:40) 9月22日(金)

笹 目 中 学 校 9月16日(土) 9月20日（水) 8:50(8:45) 9月22日(金)

芦 原 小 学 校 9月17日（日） 9月19日（火） 9:10(9:00) 9月22日(金)

平成２９年度　小・中学校運動会・体育祭　実施日等一覧

報告事項⑨
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学校名 月　日 曜日 研究授業の
教科等

公開授業の
教科等

1 芦原小学校 5月24日 水 国語
国語　社会　生活　総合
図画工作　道徳（算数少人数
音楽）

2 戸田東中学校 6月13日 火 保健体育
国語　社会　数学　理科　外国語
音楽　美術　保健体育　技術
家庭

3 新曽北小学校 6月30日 金 国語
国語　社会　生活　総合　道徳
（算数少人数　理科　音楽
特別支援）

4 戸田中学校 7月12日 水 国語
保健体育

国語　社会　数学　理科　外国語
音楽　美術　保健体育　技術　家庭
（特別支援）

5 美女木小学校 9月15日 金
外国語活
動

算数　理科　音楽　外国語活動
（特別支援　ことば）

6 新曽小学校 9月20日 水
外国語活
動

算数　理科　音楽　体育
特別活動　外国語　（ことば）

7 戸田第二小学校 9月25日 月
生活科
総合

算数　理科　音楽　特別活動
（特別支援）

8 戸田第一小学校 10月16日 月 算数(2)
国語　社会　生活　総合　道徳
(算数少人数　理科　音楽
特別支援）

9 戸田南小学校 10月30日 月 総合 算数　理科　音楽　体育
特別活動　外国語活動

10 笹目中学校 11月1日 水 道徳
国語　社会　数学　理科　外国語
音楽　美術　保健体育　技術　家庭
（特別支援）

11 美笹中学校 11月6日 月 道徳
国語　社会　数学　理科　外国語
音楽　美術　保健体育　技術　家庭
（特別支援）

12 新曽中学校 11月8日 水 道徳
国語　社会　数学　理科　外国語
音楽　美術　保健体育　技術
家庭

13 喜沢中学校 11月10日 金 社会
国語　社会　数学　理科　外国語
音楽　美術　保健体育　技術　家庭
（特別支援）

14 美谷本小学校 12月8日 金 算数 算数　音楽　体育　特別活動

15 喜沢小学校 12月12日 火 特別活動
国語、社会、図画工昨、道徳
（算数少人数　理科　音楽
特別支援）

16 戸田東小学校 12月19日 火 国語 算数　理科　音楽　体育
特別活動　外国語活動

17 笹目小学校 1月18日 木 算数
社会　図画工作　家庭　道徳
（算数　少人数　理科　音楽
特別支援）

18 笹目東小学校 1月23日 火 特別支援 国語　社会　道徳　生活　総合
（算数少人数　理科　音楽）

平成２９年度　南部教育事務所教育支援担当・学力向上推進担当学校訪問予定期日一覧

報告事項⑩

12



報告事項⑪

第３３回特別展「人生のはじまりからおわりまで」の開催について 

１ 展示名称 「人生のはじまりからおわりまで」 

２ 開催趣旨 

「冠婚葬祭」という言葉があります。「冠」は「元服
げんぷく

（成人）」、「婚」は「婚礼」、「葬」 

は「葬儀」及び「祭」は「祖先祭祀
さ い し

」であり、人が生まれてから死ぬまでと死んだ後に 

行われる行事を指しています。これらは今日でも人生の通過儀礼の一種とされています 

が、いずれも人生の節目を意味しており、人の一生で必ず行う行事として認識されてい 

ました。 

 この冠婚葬祭を含む人生儀礼や通過儀礼には様々なものがありますが、同じ儀礼でも 

地域によって異なります。今回の特別展では、人の誕生から死去までの色々な通過儀礼 

や行事をテーマに戸田の習俗や時代の変化を紹介します。 

３ 開催期間  

平成２９年７月１５日（土）～９月３日（日）【４６日】 

【会期中休館日】７月２４日（月） ３１日（月） 

 ８月１４日（月） ２８日（月） ３１日（木） 

４ 展示会場 戸田市立郷土博物館３階 特別展示室 

５ 関係機関 主催 戸田市立郷土博物館 

６ 展示構成 

第１章 誕生から幼年期 

第２章 少年期から青年期 

第３章 壮年期から老年期 

７ 入 場 料 無料 

８ 警備態勢 

開館時 展示監視員１名を配置 警備員による定期巡回 ２４時間防犯カメラで監視 

（特別展示室内２台 室外１台） 

閉館時 警備員２名が通年にわたり常駐 

９ 資料搬送 借用資料は、学芸員立会いの上美術品梱包専門作業員が美術品専用輸送車 

を使用し搬送 

13



10 関連事業 次のとおり（予定、詳細については別途起案） 

(1) 記念講演「現代社会と人生儀礼」（仮）

(2) 子供体験講座「人生儀礼体験」（仮）

11 印刷物 

(1) ポスター （Ｂ２判、４色） ３００枚 ［主として他館等への郵送他］

(2) ポスター （Ａ３判、４色） ５５０枚 ［主として町会配送］

(3) リーフレット （Ａ４判、片面カラー）

１０，０００部[町会回覧約 3,600 枚 小・中学校クラス数配布 他館郵送]

(4) 展示図録（Ａ４判 ４色 ６０頁） ５００部 ［他館郵送 館内頒布］

12 広報活動 

「広報戸田市」（平成２９年６月１日号） 

戸田市教育委員会 facebook 

ポスター掲示（町会掲示板 小中学校 公共施設 他の博物館等施設） 

郷土博物館館ホームページ 館内掲示の充実 

チラシ配布（小学校及び中学校クラス数配布 公共施設 博物館等施設）

報道機関への情報提供 

イベント関連サイトでの情報提供

（日本博物館協会 インターネットミュージアム 文化遺産オンライン 科学館ポータ 

ルサイト 埼玉文化イベント情報 すくパラ倶楽部等）

13 展示企画 戸田市立郷土博物館学芸員 山田あさぎ 最上志乃 石川達也 

14 予算措置 平成２９年度 一般会計 

[款]10：教育費 [項]04：社会教育費 [目]07：郷土博物館費 

[大事業]02：郷土博物館運営費 

[中事業]03：展示及び教育普及事業 

＜以上共通＞ 

  [節]08：報償費 [細節]01：講師謝礼 

予算額 １０２，０００円 当該展示に相当する項目は、次のとおり 

特別展開催関連講演会 講師謝礼 ２０，０００円 

  [節]08：報償費 [細節]02：謝礼 

予算額 ２１３，０００円 当該展示に相当する項目は、次のとおり 

14



特別展・企画展資料借用 謝礼 ２０，０００円（２，０００円×１０件） 

  [節]09：旅費 [細節]03：特別旅費  

予算額 ２１１，０００円 当該展示に相当する項目は、次のとおり 

第３３回特別展（「人の一生」） 資料調査、借用及び返却 ７６，８００円 

  [節]11：需用費 [細節]01：消耗品費 [細々節]01：事務用消耗品 

予算額 ３１１，０００円 

  [節]11：需用費 [細節]03：食糧費 [細々節]01：その他賄い 

予算額 ２０，０００円 当該展示に関係する項目は、次のとおり 

第３３回特別展 講演会等講師賄い及び関連事業関係者賄い：720 円 

  [節]11：需用費 [細節]04：印刷製本費 [細々節]01：印刷製本 

予算額 ２，３６９，０００円 当該展示に相当する項目は、次のとおり 

第３３回特別展ポスター（Ｂ２判 博物館施設用） ９０，７２０円 

第３３回特別展ポスター（Ａ３判 町会掲示板用） ５９，４００円 

第３３回特別展リーフレット（Ａ４判 両面 片面カラー） ８６，４００円 

第３３回特別展展示図録（Ａ４判 ６０ページ） ７５６，０００円 

合計９９２，５２０円 

  [節]12：役務費 [細節]01：通信運搬費 [細々節]01：郵便料 

予算額 １５５，０００円 当該展示に相当する項目は、次のとおり 

特別展ポスター・パンフレット等郵送料 ９０，０００円 

  [節]12：役務費 [細節]06：保険料 [細々節]01：賠償保険料 

予算額 ４０，０００円 

  [節]13：委託料 [細々節]01：特別展ディスプレイ及びパネル等製作  

予算額 ３，７１８，０００円 

  [節]13：委託料 [細々節]03：借用資料運搬業務 

予算額 １，３０９，０００円 当該展示に相当する項目は、次のとおり 

第３３回特別展 借用資料運搬業務 ６２６，４００円 
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